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要約 : ,**+年 +*月� 千葉県安房郡丸山町でホワイトレ�スフラワ�の茎および葉柄が軟化腐敗し� 悪臭を
放つ病害の発生を認めた� 本病罹病株から分離した細菌は� ホワイトレ�スフラワ�苗を軟化腐敗させた�
分離細菌は� グラム反応陰性� 通性嫌気性� -1�で発育し� グルコ�スを発酵的に分解� 硝酸塩を還元� ラ
クト�スを利用し酸を産生したが� インド�ルを産生せず� 酒石酸の利用は認めなかった� 以上の結果から�
本分離細菌を Erwinia carotovora subsp. carotovoraと同定し� 病名をホワイトレ�スフラワ�軟腐病 �英
名 ; soft rot� とすることを提案する�
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緒 言

千葉県南房総地域は� 温暖な気候を生かし� 各種花卉類
の栽培が盛んに行われている� 丸山町では特にホワイト
レ�スフラワ� �Ammi majus L.� を導入� 特産地化を目
指し�優良な品種の育成を行ってきた� ,**+年 +*月�この
ホワイトレ�スフラワ�の茎および葉柄が軟化腐敗し� 上
位葉が萎ちょう�枯死する病害の発生を認めた� 本病はそ
の後散発的に発生したが� ,**-年 ++月下旬には壊滅的な
被害が発生した栽培地も認められた� そのため本病の発生
は� 今後ホワイトレ�スフラワ�の重要な生産阻害要因と
なることが推測されたので� 病原を明らかにするための試
験を行った結果� Erwinia carotovora subsp. carotovora

(Jones) BERGEY et al. +3,-に起因する病害であることを明
らかにしたので報告する�

材料および方法

病原の分離 : 葉� 葉柄� 茎の新鮮な腐敗組織および茎上
部の褐変組織を採取� 常法に従い表面殺菌したのち� 希釈
平板法で分離した� 激しく腐敗した組織は少量の滅菌水中
で磨砕後� その磨砕液を平板培地に画線し� 培養する方法
も併用した�分離培地は PPGA培地を供試し� ,/�で培養
した� 発育した細菌は単集落分離を数回繰り返し� 純培養
後� 病原性検定および細菌学的性質検定試験に供試した�

病原性検定 : 病原性はホワイトレ�スフラワ�を始め�

ハクサイ �Brassica campestris L.�� キュウリ �Cucumis

sativus L.� に接種した� 接種細菌は PPGAで ,.時間培養
後� 細菌懸濁液 �+*2�3 CFU�ml� を調整し� この細菌懸濁
液を .�0葉期のホワイトレ�スフラワ�およびキュウリ
の茎および葉柄に滴下後� 刺針接種した� ハクサイは� 0�
2葉期苗の中肋および地際部に細菌懸濁液を滴下後� 刺針
接種した� 接種株には多量の蒸留水を噴霧し� ,.�.2時間
湿室状態に保った� その後� 接種株をガラス温室に移して
育苗� 発病の有無を観察した�

細菌学的性質 : ホワイトレ�スフラワ�に軟腐症状を発
現した分離菌から +0菌株を選抜し� 細菌学的性質試験に
供試した�供試菌は簡易同定で Erwinia carotovoraに類別
されたので東京農業大学植物病理学研究室保存の E.c.

subsp. carotovora �ジャガイモ分離菌 : TUAPO*,**+� と
E. chrysanthemi �ナシ分離菌 : 梨 +�+� を加え� 細菌学的
性質を SCHAADら+.�および後藤�瀧川0�3�の方法に準拠し�
検討した�

結果および考察

発生状況および病徴 : ,**+年 +*月� 千葉県安房郡丸山
町のビニルハウス栽培ホワイトレ�スフラワ� �Ammi

majus L.� が軟化腐敗する病害の発生をわが国で初めて認
めた� ,**,年の発生は散発的であったが� ,**-年 ++月に
はビニルハウスに栽植されている株の 1+�が発病してい
た �Table +�� ホワイトレ�スフラワ�は同一施設で連作
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することから� 年�発生が多くなる傾向が認められ� 本病
による被害は� ホワイトレ�スフラワ�の安定生産上大き
な問題になると考えられた�
本病は� 定植直後の苗から� 切花として収穫する株まで
発生が認められた� 発病初期は� 苗に生気が無くなり� 茎
葉がしおれ気味となる� しおれ症状を呈した苗を観察する
と� 地際部付近の茎および下葉の葉柄に水浸状斑が認めら
れた �Plate +�+��この水浸状斑は速やかに拡大�褐色から
暗褐色の大型条斑となり�病斑組織は軟化腐敗した �Plate

+�,. +�-�� 一部の株では� 葉� 葉柄が軟化腐敗し� 枯死し
た �Plate +�.��また�激しく腐敗した組織は軟腐病特有の
悪臭を放っていた�

病原の分離と病原性 : 本病罹病組織を顕鏡すると� 観察
部位に菌類は観察されなかったが� 組織内から多量の細菌
の溢出が確認された� 組織内の細菌を分離すると� PPGA

培地上に円形� 白から黄白色集落を形成する細菌が優先的
に分離された�
この分離菌をハクサイ中肋に接種すると� ,.時間以内に
淡褐色の水浸状斑を形成した� この病斑は� その後速やか
に拡大して軟腐症状を呈し� 悪臭を放った� ハクサイの地
際部に接種すると� 接種部に淡褐色の水浸状斑を形成し
た� この病斑は速やかに進展� ハクサイの中肋組織を崩壊
させながら拡大し� 軟化腐敗させた� キュウリの茎に接種
すると� 接種翌日には接種部に多量の菌泥を溢出させた�
その後� 茎は軟化腐敗し� 上位葉は黄化�萎ちょうし� 枯
死した �Plate +�/�� ハクサイ中肋を軟化腐敗させた分離
菌から +0菌株を選抜し� ホワイトレ�スフラワ�の地際
部および葉柄に刺針接種した�その結果�供試 +0菌株は接
種翌日には接種部に暗褐色� 水浸状斑を形成した� この病
斑は� その後速やかに拡大し� 組織は軟化腐敗し崩壊した
�Plate +�0�� 接種株の上位葉は� しおれ症状を呈し� 葉柄
は接種部から垂下した� また� 接種細菌が維管束に侵入す
ると速やかに移動し� 葉脈を浸潤し� 葉が軟化腐敗した�
これらの腐敗部は� 軟腐病特有の悪臭を放ち� ホワイト
レ�スフラワ�での原病徴が再現された� 以上分離菌は�
ホワイトレ�スフラワ�苗に軟化腐敗症状を呈し� 原病徴
を再現した� また� 発病株から接種菌が再分離され� 分離
菌の病原性が確認された�

細菌学的性質 : 分離菌 +0菌株を対照として用いた E.c.

subsp. carotovoraおよび E. chrysanthemiの細菌学的性
質を Table ,に示した� 分離菌 +0菌株はグラム陰性� 運
動性を有し� 通性嫌気性� グルコ�スを発酵的に分解し�
-1�で発育した� 硫化水素の産生� 硝酸塩の還元� エスク
リンの分解� アセトイン試験は陽性� オキシダ�ゼ活性�
レシチナ�ゼ活性� インド�ル試験� 尿素試験は陰性� 牛
乳培養試験では� 酸を生じ凝固した� クエン酸� 乳酸� コ
ハク酸を利用したが� 酒石酸� マロン酸� 酪酸は利用しな
かった�グルコ�ス�スクロ�ス�ラクト�ス�セロビオ�
ス� ラフィノ�スを利用し� 酸を産生したが� スタ�チ�
イヌリン�ダルシト�ル�ソルビト�ルは利用しなかった�
サッカロ�スからの還元物質の生成� D�マルト�スの利用
能は菌株により異なった�
病原細菌はその主要な性質から� E. carotovora群に属し
た� E. carotovora群には E.c. subsp. carotovoraの他に 0

亜種が知られている+, ,, ., /, +*, ++, +/�が� 今回見出したホワイト
レ�スフラワ�軟腐病分離株は病原性� 細菌学的性質が他
の 0亜種とは明らかに異なり E.c. subsp. carotovoraに類
似した� 既報+,, +-, +/�+1�の E.c. subsp. carotovoraとはハクサ
イに対する病原性が一致した� 細菌学的性質は� 後藤ら/�

とは乳酸の利用能で� 藤井ら-�とは� 乳酸およびイノシ
ト�ルの利用能で異なったが� 富樫ら+0�および土屋ら+1�と
は一致した�
以上の結果から� 分離細菌を Erwinia carotovora subsp.

carotovora (JONES, +3*+) BERGEY et al. +3,-と同定した� こ
れまでわが国ではホワイトレ�スフラワ�に発生する細菌
病の記載は無く� 本病をホワイトレ�スフラワ�軟腐病
�英名 : Soft rot� と呼称することを提案する�
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Table + Incidence of white lace flower soft rot caused by Erwinia carotovora. subsp. carotovora
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Table , Bacteriological characteristics of the strains used in this study
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Plate + Symptoms appeared on white lace flower

+. Dark-brown water soaked lesions seen on leaves, petioles and stem near soil.

,, -. Rotten symptom appeared on stem, leaves and petioles.

.. Soft rot and break down of stem appeared in sever damaged plant.

/. Soft rot and bacteria ooze exudation seen on cucumber stem artificially inoculated with

TUAWL*-**0.

0. Soft rot symptom produced on young seedling of white lace flower artificially inoculated

with TUAWL*-**0 strain.
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Soft rot Disease Occurred on

White Lace Flower (Ammi majus L.)

Caused by Erwinia carotovora subsp. carotovora

By

Kazuo KANEHASHI*, Yoshiyuki EBIHARA**, Seiji UEMATSU***,

Hiromitsu NEGISHI****, Nobuaki MATSUYAMA**** and Kazuo SUYAMA****

(Received November +., ,**//Accepted March +*, ,**0)

Summary : On October in ,**+, a new rotting disease was found on white lace flower (Ammi majus L.)

in Chiba prefecture, Japan. The diseased plant primarily showed water-soaked brown spots on the

stem, petioles and leaves near the soil. The diseased tissues were rotten with peculiar odor and the

whole of the plant finally wilted. Bacteria isolated from rotten tissues and isolated bacteria produced

rotten symptoms on the white lace flower, chinese cabbage and cucumber plants by artificial

inoculation. The causal bacterium was identified as Erwinia carotovora subsp. carotovora (Jones)

BERGEY et.al. +3,- according to its pathogenicity and bacteriological characteristics. Bacterial disease

of white lace flower has not been recorded in Japan, therefore we proposed the name “soft rot” for this

disease.

Key words : Soft rot, White lace flower, Erwinia carotovora subsp. carotovora
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